
平成™˜年˜™月˜�日 木曜日 第œ™˜�号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大

字
宮
園
字
唐
笠
一
四
四
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
一
四
四
八
、
字
上
奥
山
一
五
一
二
の
二
、
一
五

一
二
の
四
か
ら
一
五
一
二
の
六
ま
で
、
一
五
一
二
の
一

四
、
一
五
一
二
の
一
五
、
一
五
一
二
の
二
〇
、
一
五
一

二
の
二
三
、
一
五
一
二
の
二
四
、一
五
一
二
の
二
五（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
五
一
四
、
字
下
奥
山

一
五
二
四
の
二
、
一
五
二
四
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
一
五
二
四
の
四
、
一
五
二
四
の
一
六
、

一
五
二
四
の
一
七
、
一
五
二
四
の
一
九
、
一
五
二
四
の

二
五
、
一
五
二
五
、
一
五
二
六
、
耶
馬
溪
町
大
字
樋
山

路
字
堂
ケ
迫
四
三
九
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
中
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
九
十
三
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
九
年
二
月

二
十
日
農
林
省
告
示
第
八
十
七
号
（
地
す
べ
り
防
止
区
域

を
指
定
す
る
件
）、
昭
和
五
十
六
年
二
月
十
八
日
農
林
水

産
省
告
示
第
二
百
十
一
号
（
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定

す
る
件
）
及
び
昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
三
日
農
林
水
産

省
告
示
第
三
百
三
十
号
（
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定
す

る
件
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

新
潟
県
奈
良
立
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら

標
柱
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
六
号
か
ら
大

田
川
左
岸
官
民
地
境
界
に
沿
っ
て
標
柱
七
号
に
至
る

線
、
標
柱
七
号
か
ら
標
柱
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

及
び
標
柱
九
号
か
ら
既
指
定
区
域
（
国
土
交
通
省
所
管

濁
地
区
）
の
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
一
号
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
区
域

新
潟
県
十
日
町
市

竹
所
字
大
明

５
７
９
３
番

標
柱
一
号

〃

字
居
村
５
２
９
３
番

標
柱
二
号

室
野
字
竹
所
沢
５
１
０
３
番
１

標
柱
三
号

〃

字
上
ノ
山
９
８
８
４
番

標
柱
四
号

〃

４
７
７
０
番

標
柱
五
号

〃

４
７
２
２
番
１

標
柱
六
号

〃

字
北
倉
７
６
３
７
番

標
柱
七
号

〃

７
５
２
８
番

標
柱
八
号

〃

字
東
向
７
１
３
９
番

標
柱
九
号

二

新
潟
県
室
野
第
二
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら

濁
川
右
岸
官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
二
号
に
至
る

線
、
標
柱
二
号
か
ら
既
指
定
区
域
（
国
土
交
通
省
所
管

安
入
堂
地
区
）
の
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
三
号
に
至
る

線
、標
柱
三
号
か
ら
標
柱
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、

標
柱
六
号
か
ら
既
指
定
区
域
（
奈
良
立
地
区
）
の
境
界

線
に
沿
っ
て
標
柱
七
号
に
至
る
線
、
標
柱
七
号
か
ら
標

柱
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
十
号
と
標
柱

一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

新
潟
県
十
日
町
市

室
野
字
粒
山
３
１
０
１
番
６

標
柱
一
号

〃

字
安
入
堂
３
９
９
６
番
１

標
柱
二
号

〃

４
１
９
１
番

標
柱
三
号

〃

４
１
９
５
番

標
柱
四
号

〃

４
１
２
５
番
１

標
柱
五
号

〃

字
上
ノ
山
４
７
７
０
番

標
柱
六
号

竹
所
字
居
村
５
２
９
３
番

標
柱
七
号

室
野
字
粒
山
３
３
８
３
番

標
柱
八
号

〃

３
４
１
５
番

標
柱
九
号

〃

３
２
７
４
番

標
柱
十
号

三

新
潟
県
濁
南
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら

標
柱
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
四
号
か
ら
濁

川
右
岸
官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
五
号
に
至
る

線
、
標
柱
五
号
と
標
柱
六
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
六

号
か
ら
既
指
定
区
域
（
国
土
交
通
省
所
管
濁
地
区
）
の

境
界
線
に
沿
っ
て
標
柱
一
号
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区

域
新
潟
県
十
日
町
市
室
野

字
東
向
７
１
３
９
番

標
柱
一
号

字
高
場
７
１
９
７
番

標
柱
二
号

字
白
岩
７
４
５
４
番
２

標
柱
三
号

〃

７
２
７
４
番
２

標
柱
四
号

字
袖
山
６
９
１
９
番
１

標
柱
五
号

字
西
向
６
８
０
３
番
２

標
柱
六
号

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
五
十
一
号

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
四
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
規
制
年
度
に
お

け
る
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
議
定
書
附
属
書
Ｂ
の
グ
ル
ー
プ
Ô
、
附
属
書
Ｃ
の

グ
ル
ー
プ
Ò
及
び
附
属
書
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
Ò
に
属
す
る
物

質
の
製
造
数
量
に
係
る
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
の
告
示
す

る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

特
定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す

る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間

は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

十
二
月
二
十
四
日
ま
で
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
六
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年
建
設
省

告
示
第
千
四
百
四
十
七
号
で
指
定
し
た
新
潟
県
濁
地
す
べ

り
防
止
区
域
を
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
七
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

新
潟
県
濁
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
号
を
濁
川
右

岸
官
民
地
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区

域
新
潟
県
十
日
町
市

室
野字

川
下

六
〇
〇
四
番

一
号

字
池
田

八
〇
三
九
番

五
号

字
東
向

七
一
三
九
番

六
号

字
上
向

七
〇
五
八
番

七
号

字
西
向

六
八
〇
三
番
二

八
号

六
七
四
一
番

九
号

字
蛭
池

六
六
三
三
番
一

十
号

竹
所字

大
明

五
八
四
三
番

二
号

五
八
六
四
番

三
号

五
七
九
三
番

四
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
八
号

成
田
国
際
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

三
十
一
号
）
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

千
葉
県
成
田
市
古
込
字
古
込
一
番
地
一

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

成
田
国
際
空
港

千
葉
県
成
田
市

三

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
五
十
九
号
を
参
照
。）

エ
プ
ロ
ン

面
積

二
百
二
十
四
万
八
千
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

四

変
更
し
た
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
二
年
二
月
十
一
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
三
十
九
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省
告
示
第
六
百

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

第
四
項
の
表
秋
田
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
中
「秋

田
空
港
及
び
そ
の
周
辺

」
を
「秋

田
空
港
内

」
に
、「平

成
2
1年
９
月
2
4日
か

ら
平
成
2
1年

1
2月

1
6日
ま
で
供
用
休
止

」
を
「平

成
2
1年

1
2月

1
7日
か
ら
供
用
再
開

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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